
令和年月日 水曜日 (第号付録) 月目録官報目録

七
一

貿
易
関
係
貿
易
外
取
引
等
に

関
す
る
省
令
第
十
条
第
三
項

の
規
定
に
基
づ
く
重
要
管
理

対
象
技
術
を
提
供
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
取
引
を
行
お

う
と
す
る
者
に
報
告
を
求
め

る
事
項
の
一
部
を
改
正
す
る

告
示

一
六

二

七
二

高
圧
ガ
ス
保
安
法
第
三
十
五

条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三

十
九
条
の
十
三
に
基
づ
く
認

定
保
安
検
査
実
施
者
及
び
認

定
高
度
保
安
実
施
者
の
認
定

に
関
す
る
公
示

一
七

三

七
三

産
業
標
準
化
法
第
七
十
一
条

の
規
定
に
基
づ
き
公
示
す
る

件

一
九

四

七
四

中
小
企
業
信
用
保
険
法
第
二

条
第
五
項
第
四
号
の
災
害
及

び
地
域
を
指
定
す
る
件
の
全

部
を
改
正
す
る
件

二
三

五

七
五

輸
入
割
当
て
を
受
け
る
べ
き

貨
物
の
品
目
、
輸
入
の
承
認

を
受
け
る
べ
き
貨
物
の
原
産

地
又
は
船
積
地
域
そ
の
他
貨

物
の
輸
入
に
つ
い
て
必
要
な

事
項
の
公
表
の
一
部
を
改
正

す
る
件

二
六
141

七
六

中
小
企
業
信
用
保
険
法
第
二

条
第
五
項
第
四
号
の
災
害
及

び
地
域
を
指
定
す
る
件
の
全

部
を
改
正
す
る
件

三
〇

四

七
七

脱
炭
素
成
長
型
経
済
構
造
へ

の
円
滑
な
移
行
の
推
進
に
関

す
る
法
律
第
六
十
条
第
一
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
同
法
第

三
十
三
条
第
二
項
の
登
録
を

し
た
件

三
〇

五

七
八

中
小
企
業
信
用
保
険
法
第
二

条
第
五
項
第
七
号
の
規
定
に

基
づ
く
同
号
の
金
融
取
引
の

調
整
を
指
定
す
る
件

三
〇

五

七
九

円
滑
な
事
業
再
生
を
図
る
た

め
の
事
業
者
の
金
融
機
関
等

に
対
す
る
債
務
の
調
整
の
手

続
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規

則
第
十
五
条
第
五
項
の
資
産

評
定
に
関
す
る
基
準

三
〇
144

八
〇

中
小
企
業
信
用
保
険
法
第
二

条
第
五
項
第
五
号
の
業
種
を

指
定
す
る
件

三
〇
144

〇
特

許

庁

一
〇

登
録
調
査
機
関
の
調
査
業
務

を
行
う
事
務
所
の
所
在
地
を

変
更
す
る
件

八

七

〇
国
土
交
通
省

六
六
〇

船
舶
安
全
法
の
規
定
に
基
づ

き
、
型
式
承
認
を
し
た
件

一

四

六
六
一

B
u
rea
u
V
erita

s
S
A

か
ら

登
録
事
項
の
変
更
の
届
出
が

あ
っ
た
件

一

四

六
六
二

一
般
社
団
法
人
日
本
海
事
検

定
協
会
か
ら
登
録
事
項
の
変

更
の
届
出
が
あ
っ
た
件

一

五

六
六
三

動
力
車
操
縦
者
養
成
所
に
関

す
る
告
示
の
一
部
を
改
正
す

る
告
示

一
121
三
二

六
六
四

海
岸
保
全
施
設
に
関
す
る
直

轄
工
事
を
国
土
交
通
大
臣
が

施
行
す
る
件
の
一
部
を
改
正

す
る
件

一
121
三
三

六
六
五

六
六
七

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
を
指

定
す
る
件

二

二

六
六
八

河
川
法
施
行
規
則
の
規
定
に

基
づ
く
登
録
試
験
実
施
機
関

の
代
表
者
の
変
更
に
関
す
る

件

三

一
一

六
六
九

船
舶
安
全
法
の
規
定
に
基
づ

き
、
型
式
変
更
の
承
認
を
し

た
件

三

一
一

六
七
〇

船
舶
安
全
法
の
規
定
に
基
づ

き
、
事
業
場
を
認
定
し
た
件

四

三

六
七
一

道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準

の
細
目
を
定
め
る
告
示
等
の

一
部
を
改
正
す
る
告
示

四
124
二
九

六
七
二

六
七
三

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
を
指

定
す
る
件

五

五

六
七
四

船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶
操

縦
者
法
施
行
規
則
第
二
条
第

二
項
第
三
号
の
水
域
を
指
定

す
る
件

八

八

六
七
五

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
を
指

定
す
る
件

九

一

六
七
六

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
指

定
を
解
除
す
る
件

九

一

六
七
七

六
七
八

小
型
特
殊
自
動
車
の
型
式
を

認
定
し
た
件

九

二

六
七
九

土
地
区
画
整
理
事
業
の
関
係

図
書
を
縦
覧
に
供
す
る
件

九

二

六
八
〇

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
を
指

定
す
る
件

九

二

六
八
一

住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等

に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ

り
特
別
評
価
方
法
認
定
を
し

た
件

一
〇

三

六
八
二

船
舶
安
全
法
施
行
規
則
第
一

条
第
十
一
項
の
水
域
を
定
め

る
告
示
の
一
部
を
改
正
す
る

告
示

一
〇

三

六
八
三

重
要
物
流
道
路
及
び
重
要
物

流
道
路
と
交
通
上
密
接
な
関

連
を
有
す
る
道
路
で
あ
つ

て
、
災
害
に
よ
り
当
該
重
要

物
流
道
路
の
交
通
に
著
し
い

支
障
が
生
じ
た
場
合
に
お
け

る
貨
物
積
載
車
両
の
運
行
の

確
保
を
図
る
た
め
に
当
該
重

要
物
流
道
路
に
代
わ
つ
て
必

要
と
な
る
も
の
を
指
定
し
た

件
を
一
部
改
正
す
る
件

一
一
129
四
五

六
八
四

航
空
保
安
無
線
施
設
の
名

称
、
位
置
等
に
関
す
る
告
示

の
一
部
を
改
正
す
る
件

一
一
129
五
二

六
八
五

六
九
一

原
動
機
付
自
転
車
の
型
式
を

認
定
し
た
件

一
二

三

六
九
二

検
査
対
象
外
軽
自
動
車
の
型

式
を
認
定
し
た
件

一
二

四

六
九
三

積
層
造
形
型
枠
一
体
型
壁
式

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
建

築
物
又
は
建
築
物
の
構
造
部

分
の
構
造
方
法
に
関
す
る
安

全
上
必
要
な
技
術
的
基
準
等

を
定
め
る
件

一
五

三

六
九
四

平
成
八
年
運
輸
省
告
示
第
百

八
十
一
号
を
廃
止
す
る
件

一
六

二

六
九
五

六
九
七

高
速
自
動
車
国
道
に
関
す
る

件

一
六

六

六
九
八

船
舶
安
全
法
の
規
定
に
基
づ

き
、
型
式
変
更
の
承
認
を
し

た
件

一
六

七

六
九
九

七
〇
〇

軽
自
動
車
検
査
協
会
の
事
務

所
の
所
在
地
の
変
更
及
び
検

査
事
務
を
開
始
す
る
日
に
つ

い
て
の
届
出
が
あ
っ
た
件

一
七

三

七
〇
一

船
舶
安
全
法
の
規
定
に
基
づ

き
、
型
式
承
認
を
し
た
件

一
七

三


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